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　１０月３日・４日に行われた「全国まるご
とうどんエキスポ2015in秋田・湯沢」。今
年は、北海道から長崎まで１６都道府県から
２２団体が、主会場の市役所駐車場にずらり
と出店。
　地域色豊かな全国のご当地うどんの食べ比
べを楽しむ多くの来場者でにぎわいました
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ゆ
ざ
わ

　
井
戸
端
会
議

湯沢の良さを再発見湯沢の良さを再発見
　
ゆ
ざ
わ
井
戸
端
会
議
は
、

平
成
八
年
四
月
一
日
に
設

立
さ
れ
、
七
夕
絵
ど
う
ろ

う
ま
つ
り
の
際
に
行
っ
て

い
る
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
行

列
の
開
催
や
小
路
マ
ッ
プ
、

湯
沢
城
址
ジ
オ
ラ
マ
の
作

製
、
城
址
の
山
林
・
散
策

路
整
備
（
里
山
づ
く
り
）

な
ど
の
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
二
十
六
年
度
か

ら
は
市
の
補
助
金
「
参
加
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案

型
補
助
金
」
を
活
用
し
、

里
山
を
総
合
的
に
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
湯

沢
の
歴
史
と
自
然
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

提案型補助金活用団体を紹介②

湯
沢
の

隠
れ
た
資
源

（
歴
史
や
自
然
）

を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

【愛宕鉱泉まつり】

①②③湯豆腐が振
る舞われ、熱々の
豆腐に舌鼓を打っ
ていました
④会話しながら足
湯を楽しんでいま
した
⑤入浴用の浴槽も
準備されていまし
した　

岩の裂け目から湧出している鉱泉（愛宕鉱泉）を沸かし、足湯などの入浴体験ができます。

 佐藤 　進
さとう すすむ

自分たちが楽しみながら、
みんなで楽しめる
イベントを行っていきたい

　
ゆ
ざ
わ
井
戸
端
会
議
を
設
立
し
た

き
っ
か
け
は
「
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　
私
は
四
十
代
前
半
で
し
た
が
、
地

元
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
遊
び
場

が
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
「
湯
沢
で
み
ん
な
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
」
と
い

う
仲
間
が
集
ま
り
団
体
を
結
成
し
ま

し
た
。

　
ゆ
ざ
わ
井
戸
端
会
議
に
は
心
得
が

あ
り
、
平
櫛
田
中
さ
ん
の
言
葉
を
引

用
し
「
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な

い
、
や
ら
ず
に
で
き
る
わ
け
は
な
い
、

今
や
ら
ず
し
て
い
つ
で
き
る
、
俺
が

や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
、
や
っ
て
や
っ

て
や
り
通
せ
」
を
酒
を
酌
み
交
わ
す

際
に
は
発
声
し
て
、
心
構
え
を
必
ず

確
認
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
活
動
の
中
で
は
一
回
で

終
わ
っ
た
も
の
や
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん

行
列
の
よ
う
に
今
年
で
二
十
一
回
を

数
え
る
歴
史
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昔
の
町
並
み
の
面
影
を

残
し
て
い
る
小
路
の
地
図
や
中
世
以

来
の
山
城
で
江
戸
幕
府
の
一
国
一
城

令
で
取
り
壊
さ
れ
た
湯
沢
城
址
の
ジ

オ
ラ
マ
作
製
な
ど
も
手
掛
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
は

「
愛
宕
鉱
泉
ま
つ
り
、
湯
沢
城
址
と

佐
竹
南
家
の
学
習
会
、
放
鈴
祭
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　『
湯
沢
の
ま
ち
の
楽
し
み
づ
く
り
』

は
湯
沢
の
隠
れ
た
資
源
（
歴
史
や
自

然
）
を
活
用
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
面
白
そ
う
な

資
源
を
探
し
、
み
ん
な
と
楽
し
め
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
の
規
模
は
縮
小
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
行
政
と
の
協
働
と
い
う

点
も
考
え
な
が
ら
今
後
も
継
続
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

※

平
櫛
田
中
　
写
実
的
な
作
風
で
、

近
代
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
。
代

表
作
は
国
立
劇
場
に
あ
る
「
鏡
獅
子
」

な
ど
。ゆざわ井戸端会議

庄屋（代表）

さん

【湯沢城址と佐竹南家の学習会】
みなみ

ほうりんさい

①雄勝郡会議事
堂記念館で湯沢
の歴史について
勉強
②湯沢城址跡地
で佐竹南家の歴
史について勉強
③博士認定証が
手渡されました

【放鈴祭】

①会場に飾られたちょうちん②③箏曲や尺八の優美な音色
に聞き入っていました④抹茶の味わいを楽しんでいました

　

【湯沢の小路マップ】12カ所の小路について紹介しています。また、各小路には標柱が設置されています。　

※

ひ
ら
ぐ
し
で
ん
ち
ゅ
う

そう

湯沢城址公園などを散策しながら、歴史や景観を学習する会。

日本古来の秋の音「スズ虫」の音色と箏曲や尺八の演奏、野だてにより里山の秋の夕べを楽しみます。
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平
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込
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平
成
28
年
度
保
育
関
係
施
設
の

　
　
入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
保
育
関
係
施
設
の

　
　
入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
に
つ
い
て

◆
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

              

　   （
2
号
認
定
・
3
号
認
定
）

　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
保

育
を
必
要
と
し
て
入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も

の
申
し
込
み
を
次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
込
書
類
一
式
を
福
祉
課
児
童
福
祉
班
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
で
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
類
一
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

二
十
八
年
度
も
同
じ
保
育
所
な
ど
へ
継
続

入
所
す
る
子
ど
も
の
場
合
も
、
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
、
後
日
郵
送

ま
た
は
保
育
所
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
。

○
受
付
期
間　

11
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪
午
前

　

9
時
〜
午
後
5
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

　

除
く
）

※

期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、

入
所
審
査
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
受
付
場
所　

福
祉
課
児
童
福
祉
班
お
よ
び

　

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

○
持
参
す
る
も
の　

申
込
書
類
一
式
お
よ
び

　

印
鑑

◆
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
1
号
認
定
）

　

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園(

1
号
認
定
）

を
利
用
す
る
場
合
は
、保
護
者
が
働
い
て「
い

る
」「
い
な
い
」
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き

ま
す
。
保
護
者
が
直
接
希
望
す
る
幼
稚
園
な

ど
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

各
園
の
申
込
受
付
開
始
日
は
、
次
の
と
お

り
と
な
る
予
定
で
す
。

　

・
お
が
ち
保
育
園　

   　

11
月
16
日
㈪

　

・
あ
お
ぞ
ら
こ
ど
も
園　

11
月
2
日
㈪　

　

・
双
葉
幼
稚
園　
　
　
　

11
月
2
日
㈪

　

・
愛
宕
幼
稚
園　
　
　
　

11
月
2
日
㈪　

　

・
湯
沢
若
草
幼
稚
園　
　

11
月
2
日
㈪

◆
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
保
育
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
他
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
、
夜
間
、
居
宅
内
の
就
労
な
ど
、
基
本
的

に
全
て
の
就
労
を
含
む
）②
妊
娠
・
出
産
③

保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い
④
同
居
ま
た
は
長

期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看

護
⑤
災
害
復
旧
⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を

含
む
）⑦
就
学
（
職
業
訓
練
を
含
む
）⑧
虐
待

や
家
庭
内
暴
力
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
⑨
育
児

休
業
中
の
既
保
育
利
用
児
の
継
続
利
用
⑩
そ

の
他
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
状
態
と
し
て
市
が

認
め
る
場
合

◆
保
育
の
必
要
量

①「
保
育
標
準
時
間
」
利
用

　

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用
時
間

　
（
最
長
十
一
時
間
）

②「
保
育
短
時
間
」
利
用

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用
時

　

間
（
最
長
八
時
間
）

※

「
保
育
短
時
間
」
の
利
用
が
可
能
な
保
護

者
の
就
労
時
間
の
下
限
は
、
一
カ
月
当
た
り

四
十
八
時
間
（
週
三
日
四
時
間
、
週
四
日
三

時
間
な
ど
）
以
上
と
な
り
ま
す
。
就
労
以
外

の
事
由
で
保
育
を
希
望
す
る
場
合
の
利
用
時

間
は
、
事
由
や
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
児
童
福
祉
班
（
☎

　
78
0
1
6
6
）
へ

 1号認定
教育標準時間認定

◆新制度では、3つの区分の認定に応じて、施設（幼稚園、保育
　所、認定こども園）の利用先が決まってきます。

子どもが満 3歳以上
で、教育を希望する
場合

2号認定
満3歳以上・保育認定
子どもが 満 3歳以上
で、「保育の必要な事
由」に該当し、保育所
などでの保育を希望
する場合

3号認定
満3歳未満・保育認定
子どもが 満 3歳未満
で、「保育の必要な事
由」に該当し、保育所
などでの保育を希望
する場合

利用先 幼稚園
認定こども園

利用先 保育所
認定こども園

利用先 保育所
認定こども園

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に

防
止
す
る
法
律
「
地
方
財
政
健
全
化
法
」
に

基
づ
き
、
二
十
六
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　

二
十
六
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
市
の
借

入
金
返
済
な
ど
に
対
す
る
交
付
税
算
入
額
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
が
、

０
・
九
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
入
金
の
増
加
、
市
税
や
普
通
交

付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
将
来
負
担
比
率

は
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
比
率
も
国
が
定
め
る
基
準
値
を

下
回
っ
て
お
り
、
市
の
財
政
は
健
全
な
状
態

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
の
ど
ち
ら
の
財
政
指
標
も
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
、
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ
る

財
政
健
全
化
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※詳細は市のホームページ（財政に関する公表）をご覧ください。
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市の財政状況は
全国的に見ると
悪いのかな…

（平成 28 年4月から認定こ
ども園になる予定です ）

区　分 施設名 住　所

双葉幼稚園

あおぞらこども園

おがち保育園

湯沢若草幼稚園

愛宕幼稚園

認定こども園

幼稚園

1号 ･ 2 号認定子ども
を受け入れ

表町四丁目 7-8

三梨町字古三梨 155

横堀字土渕 28

清水町二丁目 3-3

愛宕町二丁目 1-16

区　分 施設名 住　所

湯沢よつば保育園

湯沢保育園

湯沢乳児保育園

みたけ保育園

岩崎保育園

深堀保育園

駒形保育園

皆瀬保育園

田町二丁目 3‒52

柳町二丁目 4‒37

元清水二丁目 3‒26

裏門一丁目 2‒33

岩崎字千年 71-4

深堀字高屋敷 58‒3

駒形町字八面弧塚 58

皆瀬字沢梨台 47‒2

保育所

早期健全化基準
経営健全化基準
（イエローカード）

財政健全化計画を策定し、
自主的な改善努力を行いま
す。

行財政改革などに取り
組み、健全性を持続し
ます。

財政再生計画を策定し、国な
どの関与による確実な再生を
行います。

財政再生基準
（レッドカード）

右に行くほど財政悪化！

健全段階 財政の再生財政の早期健全化

（
健
全
財
政
）

（
財
政
悪
化
）

○市の財政健全化判断比率等

　１年間の市の一般財源収入（市税、普通交付
税収入など）に対して、一般会計などの赤字が
どの程度かを示す指標です。

実質赤字比率  

　１年間の市の一般財源収入に対して、財産区
特別会計を除く全ての会計の赤字がどの程度か
を示す指標です。  

連結実質赤字比率  

　市の一般財源収入のうち、どの程度が借金返
済に充てられているかを示す指標です。
　比率が高ければ財政悪化の要因となり、他の
行政サービスの水準低下を招いてしまいます。 

実質公債費比率  

　市が背負っている借金等残高が一般財源収入
の何年分にあたるかを示す指標です。
　比率が高いほど現役世代の負担だけでなく、
次世代へも負担を多く残すことになります。

将来負担比率  

　市が経営する水道事業などの公営企業の資金
不足額（赤字額）が事業の規模（水道料金など
の営業収入総額）に対してどの程度かを示す指
標です。  

資金不足比率  

0.0 0.0

0.0 0.0

13.1 12.2

92.9 99.7

0.0 0.0

区　　分 25年度 26 年度

黒字決算なので、湯沢市は該当ありませんでした。 

黒字決算なので、湯沢市は該当ありませんでした。 

国が定める基準値を下回っているものの、収入に対する借金返済額が多い状況です。    

国が定める基準値を下回っているものの、収入に対する借金等残高が多い状況です。 

黒字決算なので、湯沢市は該当ありませんでした。  

湯沢市

湯沢市
0.0%

湯沢市
0.0%

20.0%
財政再生基準

財政再生基準
30.0%

経営健全化基準
20.0%

財政再生基準
35.0%

早期健全化基準
350.0%

12.64%
早期健全化基準

早期健全化基準
17.64%

湯沢市
12.2%

全国平均
8.0%

早期健全化基準
25.0%

全国平均
45.8%

湯沢市
99.7%

0.0%

○

2 号・3号認定子ども
を受け入れ

1号～3号認定子ども
を受け入れ
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▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける佐藤さん

おめでとうございます　100歳長寿

　10月１日、100歳の誕生日を迎えた佐藤さん
が入所している特別養護老人ホームシャイン
トピアみなせを市長が訪問し、祝い状とお祝
い金を手渡しました。
　当日は、家族のかたと入所者、職員で佐藤
さんの長寿をお祝いしました。優しい穏やか
な性格で、歌が好きな佐藤さん。この日も歌
を口ずさみながらうれしそうにしていました。
長寿の秘訣について「好き嫌いなく何でも食
べること。好奇心が旺盛なことだと思いま
す」と家族のかたが話していました。

佐藤  百合子　
さとう

さん （シャイントピアみなせ）
ゆ り こ

全国大会に出場する
中学生の皆さんを紹介します

　「全国のレベルは高いですが、
ジュニアオリンピックでは自分の
走りをしっかりとして、自己ベスト
記録の更新を目標に頑張ってき
ます」
◯第46回ジュニアオリンピック陸上
　競技大会／女子Ｃクラス（中学1
　年生）100メートル
　10月23日～25日（神奈川県横浜市
　／日産スタジアム）

横手清陵学院中学校1年

越 後   杏 奈　さん
　「全国大会出場を目標に頑
張ってきたのでうれしい。全国で
活躍できる選手を目指している
ので、決勝に進むことができるよ
う頑張ります」
◯第46回ジュニアオリンピック陸上
　競技大会／男子Ｂクラス（中学2
　年生）110メートル障害
　10月23日～25日（神奈川県横浜市
　／日産スタジアム）

湯沢北中学校2年
えちご　　　　あんなほりかわ　　　　ゆうた

堀 川　佑 太　さん
　「ジュニアオリンピックは中学
生最後の大会となるので、決勝
進出を目標に、これまでの練習
の成果を発揮できるよう頑張り
たい」
◯第46回ジュニアオリンピック陸上
　競技大会／男子Aクラス（中学3
　年生）110メートル障害
　10月23日～25日（神奈川県横浜市
　／日産スタジアム）

雄勝中学校3年
ふじわら　　　　たくま

藤 原   拓 馬　さん

2015.10.15
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○安心な手続きのために
　パスポートは、申請日から数えて土・日曜日、祝日、
年末年始を除いて9日目以降のお渡しとなります。
　お急ぎの場合は、パスポート窓口まで問い合わせ
ください。

▷取扱時間
　月～金曜日：午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）

※申請は、渡航日程などを考慮して、余裕を持って
お願いします。また、過去にパスポートを取得した
ことがある人は、県庁への照会が必要な場合があり
ます。午後5時を過ぎると照会ができなくなります
ので、早目においでください。

▷パスポート窓口
　市民課住民班（☎73‒2116）　

パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ
パスポート窓口からの
　　　　　　お知らせ 突然届く「うまい話」に注意！

　ある日携帯に「多額の遺産を相続した、あ
なたに5千万円あげるので使ってほしい」と
いうメールが届いた。知らない相手なので無
視していたが、何度も届くうえ、振込先の口
座まで聞かれ「本当かもしれない」と信じて
しまった。何度かメール交換するうち別のサ
イトに誘導され、メール交換に使うポイント
を次々購入していたら、数十万円も支払って
しまった。
　これは、「お金をあげる」「困っている友人
を助けてほしい」「相談相手になってほし
い」などと、言葉巧みに有料サイトへ誘導し、
手数料などをだまし取る詐欺の手
口です。
　心当たりのある人は、消費生活
センターにご相談ください。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　（市役所本庁舎１階、☎72－0874）へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

●人口
　 男
　 女

48,278人
23,052人
25,226人

………
………
………

（－45人）

（－22人）

（－23人）●世帯数 18,166世帯… （＋2世帯）

前月比

前月比
9月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187‒63‒2296）、市民課国保年金班（☎55‒8164）へ

　11月上旬に、日本年金機構から、国民年金保険料を納付した人に社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書が送付されます。
　税金の控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収書や控除証明書の添付
が必要となります。
　控除の対象となるのは、1月から12月までに納められた保険料の全額です。また、ご自身の保
険料だけでなく、配偶者や家族（子どもなど）の負担すべき保険料を支払っている場合、その保
険料も合わせて控除が受けられます。
※10月から12月までの間に保険料の納付が始まった人には平成28年2月上旬に送られます。

社会保険料控除の対象です！
納めた国民年金保険料は全額が納めた国民年金保険料は全額が

社会保険料控除の対象です！

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方と
なる制度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。

　昭和55年に国勢調査員として任命されて以来、
国勢調査や事業所・企業統計調査などの各種調
査に取り組み、長年にわたり統計行政に尽力さ
れました。調査に当たっては、調査票記入方法
や調査の必要性について説明することに骨身を
惜しまず、地域住民からも厚い信頼を寄せられ
ています。
　佐藤さんは「長年の地道な活動が認められた
ことがうれしいです。今後も間違いがないよう
正確な調査を行っていきたい」と話していました。

総務大臣表彰

ひ
で

と
う

さ佐
　
藤
　
秀
　
雄
さ
ん

（75）

【
川
連
（
稲
川
）】

お

統
計
功
労

ひけつ

全
中



　

十
一
月
二
日
㈪
が
納
期
限
の
市
税
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
四
期

◯
市
・
県
民
税　

第
三
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

　

十
月
一
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

■
中ち
ゅ
う

鉢ば
ち

キ
エ
さ
ん（
湯
沢
地
域
／
再
任
）

■
伊い

藤と
う

ひ
ろ
子
さ
ん（
湯
沢
地
域
／
新
任
）

◯
任　

期　

10
月
1
日
〜
平
成
30
年
9
月

30
日

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

◯
入
札
公
募
に
関
す
る
公
告
日　

10
月
15

日
㈭

◯
入
札
予
定
時
期　

11
月
上
旬

◯
委
託
内
容

・
業　

務　

湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
・
皆
瀬

地
域
の
道
路
除
排
雪
業
務

・
工　

期　

11
月
11
日
㈬
〜
平
成
28
年
3

月
31
日
㈭

・
場　

所　
﹇
湯
沢
地
域
﹈1
工
区
〜
6
工

区
／﹇
稲
川
地
域
﹈7
工
区
〜
9
工
区
／

﹇
雄
勝
地
域
﹈10
工
区
〜
11
工
区
／﹇
皆

瀬
地
域
﹈12
工
区

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
22
日

㈭
ま
で
、
建
設
課
管
理
用
地
班
（
☎
73

2
1
5
5
）
へ

◯
入
札
公
募
に
関
す
る
公
告
日　

10
月
15

日
㈭

◯
入
札
予
定
時
期　

11
月
5
日
㈭

◯
委
託
内
容

・
業　

務　

湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
地
域
小
・

中
学
校
、
教
育
関
係
施
設
、
各
地
区
セ

ン
タ
ー
の
早
朝
除
雪
作
業
業
務

・
工　

期　

11
月
11
日
㈬
〜
平
成
28
年
3

月
31
日
㈭

・
場　

所　
﹇
湯
沢
地
域
﹈1
工
区
〜
12
工

区
／﹇
稲
川
地
域
﹈13
工
区
〜
17
工
区
／

﹇
雄
勝
地
域
﹈18
工
区
〜
19
工
区

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務

課
施
設
管
理
班
（
☎
55
8
1
7
3
）
へ

　

十
月
十
五
日
㈭
か
ら
二
十
一
日
㈬
ま
で

建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良
好
な
住
環

境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
十
六
日
㈮
は
、
一
斉
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。　

◯
問
い
合
わ
せ　

建
築
住
宅
課
（
☎
0
1

 

8
―
8
6
0
―
2
5
6
5
）
へ

◯
と　

き　

10
月
29
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
が
ち

◯
内　

容　

衛
生
的
手
洗
い
の
実
践
、
食

品
衛
生
パ
ネ
ル
展
示
・
ク
イ
ズ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
食
中
毒
と
感
染

症
」
上
映
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
環
境

指
導
課（
☎
73
6
1
5
7
）ま
た
は
湯
沢

雄
勝
食
品
衛
生
協
会（
☎
72
7
2
0
7
）

へ
◯
募
集
人
員　

▽
介
護
福
祉
科
＝
11
人
、

▽
生
産
技
術
科
＝
10
人

◯
出
願
資
格　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
人

　

①
高
等
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
28

年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

②
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
五
〇
条

の
規
定
に
よ
り
、
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

◯
出
願
期
間　

10
月
30
日
㈮
〜
11
月
6
日

㈮
◯
検
査
期
日　

11
月
12
日
㈭

◯
検
査
科
目　

▽
介
護
福
祉
科
＝
一
般
常

識
、
作
文
、
面
接
、
▽
生
産
技
術
科
＝

数
学
、
機
械
一
般
、
面
接

◯
合
格
発
表　

11
月
19
日
㈭

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
事

務
室
（
☎
79
5
2
0
0
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

湯
沢
市
人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.10.15
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市
道
除
排
雪
業
務
委
託
に

係
る
入
札

教
育
関
係
施
設

除
雪
作
業
業
務
委
託
に

係
る
入
札

食
品
安
全
情
報
の
駅

「
手
洗
い
教
室
」

県
立
湯
沢
翔
北
高
等
学
校

「
専
攻
科
」
学
生
募
集

（
一
般
選
抜
）

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
に
限
ら
れ
た
貴

重
な
資
源
で
す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
、
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
、

住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
土
地
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

全
国
の
軽
ト
ラ
市
の
元
祖
・
何
で
も
軽

ト
ラ
市
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

10
月
18
日
㈰
午
前
9
時

◯
と
こ
ろ　

皆
瀬
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
北

側
グ
ラ
ウ
ン
ド

◯
内　

容　

軽
ト
ラ
市
（
地
元
産
き
の
こ

な
ど
）、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
（
丸
太
切

り
競
争
、
大
根
切
り
競
争
な
ど
）、
物

産
市
、
軽
食
（
若
畑
み
そ
た
ん
ぽ
、
瀬

野
ヶ
沢
ラ
ー
メ
ン
、
芋
の
子
汁
な
ど
）

◯
問
い
合
わ
せ　

皆
瀬
地
域
自
治
組
織
事

　

務
局
（
皆
瀬
総
合
支
所
内
☎
46
2
1
1

 

1
）
へ

◯
と　

き　

10
月
18
日
㈰
、
19
日
㈪
／
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
（
19
日
㈪
は
午
後

4
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
問
い
合
わ
せ　

い
け
ば
な
小
原
流
湯

沢
地
区
会
員
佐
々
木
（
☎
0
9
0
―

5
8
4
9
―
6
3
1
0
）
へ

◯
と　

き　

10
月
19
日
㈪
〜
29
日
㈭

※
29
日
㈭
は
午
後
3
時
ま
で
。

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

書
人
湯
沢
会
事
務
局
富

谷
（
☎
73
2
6
7
4
）
へ

◯
と　

き　

10
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

◯
と
こ
ろ　

㈱
プ
ラ
テ
ィ
ア
Ｏ
Ａ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
湯
沢
校

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

◯
対　

象　

55
歳
以
上
の
人
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る   

人
◯
定　

員　

15
人（
選
考
に
よ
り
決
定
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
☎

0
1
8
―
8
8
8
―
4
6
8
0
）
へ

　

了
翁
禅
師
生
誕
の
地
や
修
行
の
地
を
巡

り
ま
す
。
福
神
漬
作
り
の
見
学
や
紅
葉
も

楽
し
め
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
28
日
㈬
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
／
午
前
9
時
ま
で
市
役
所
本
庁

舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
集
合

◯
行
き
先　

八
幡
地
区
、
伊
藤
漬
物
本
舗
、 

三
輪
神
社（
羽
後
町
）、
龍
泉
寺
、
天
正

の
滝（
東
成
瀬
村
）

◯
参
加
料　

千
円
（
昼
食
、
保
険
料
）

◯
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

①
10
月
19
日
㈪
市
役
所
本

庁
舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
②

10
月
19
日
㈪
か
ら
22
日
㈭
ま
で
、
左
記

へ
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の

会
・
了
翁
禅
師
研
究
会
小
原
（
☎

0
9
0
―
3
7
5
9
―
5
3
2
9
）
へ

◯
と　

き　

11
月
4
日
㈬
〜
12
日
㈭

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

◯
対　

象　

60
歳
以
上
の
人
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
派
遣
就
業
を

希
望
す
る
人

◯
定　

員　

15
人（
選
考
に
よ
り
決
定
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
72

6
2
0
0
）
へ

◯
と　

き　

11
月
15
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以

上
の
人

◯
参
加
料　

1
チ
ー
ム
二
千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
9
日

㈪
ま
で
、
参
加
料
を
添
え
て
、
湯
沢
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
丹

（
☎
0
9
0
―
2
6
0
5
―
2
8
8
6
）

へ

高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業

「
介
護
補
助
員
講
習
」

受
講
者
募
集

市
民
総
体

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

平
成
27
年
度

違
反
建
築
防
止
週
間

に
つ
い
て

10
月
は
土
地
月
間
で
す

の
ど
か
な
山
村
に

活
気
を
再
び

皆
瀬
紅も

み
じ葉

ま
つ
り

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

小
原
流
い
け
ば
な
展

〜
あ
な
た
の
そ
ば
に

い
つ
で
も
花
を
〜

第
34
回
書
人
湯
沢
展

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
技
能
講
習

「
パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習（
初
級
）」

受
講
者
募
集

了り
ょ
う

翁お
う

様
に
親
し
む

市
民
バ
ス
ツ
ア
ー



◯
と　

き　

11
月
27
日
㈮
〜
平
成
28
年
2

月
26
日
㈮
／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

◯
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

◯
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

の
基
礎
操
作
な
ど

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

◯
定　

員　

15
人（
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
30
日

㈮
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

6
1
1
7
）
へ

求
職
者
支
援
訓
練

「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
」

受
講
者
募
集

2015.10.15
10

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

9月30日届け出分まで

11
2015.10.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

千 田　心 音ちゃん

髙 橋　聖 翔くん

小 松　陽 斗くん

新 山　瑠 依ちゃん

ここね

きよと

はると

る　い

9.18

9.18

9.21

9.23

恭平さん・知子さん

智浩さん・礼子さん

義明さん・水唱さん

裕樹さん・佑美さん

大 島 第 ２

光　陽　台

倉内団地第１

平　和　町

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

藤 原　絢 音ちゃん
あやね

9.20 正輝さん・知亜紀さん 板　　　戸

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

麻 生　　 郁くん

柴 田　　 丈くん

長 里　美 紅ちゃん

　　　かおる

　　　たける

み　く

9. 8

9.10

9.24

真さん・麻美子さん

龍司さん・奈見子さん

弘輝さん・しのぶさん

京　　　政

八　面　１

麓　　　１

9.18

9.19

9.19

9.19

9.20

9.24

9.24

9.26

9.26

9.26

9.27

9.30

78

89

82

85

82

94

92

89

64

86

85

78

大　　　町

関　口　下

久　根　合

光　陽　台

愛宕町第１

岡　　　田

松ノ木下丁

西新町第１の２

酒　　　蒔

石 塚 上 区

末　広　町

学　校　通

弘　一

國　税

ツ　ル

五十嵐康友

陽　子

嵩

祐　藏

本　人

市　子

本　人

広　志

寛　之

髙 橋　祐 子さん

千 　　ワ キさん

松 坂　金 八さん

佐 　  　靜さん

小棚木 純 一さん

松 坂　キ ヱさん

藤 原 オソノさん

小 嶋 しげ以さん

赤 平　公 男さん

宮 原 源太郎さん

高 橋　 　信さん

和 泉　ア ヤさん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

宮　　　内

薄　久　内

御　返　事

内　　　町

三　ツ　村

78

92

90

89

87

9.18

9.19

9.21

9.27

9.28

秀　明

イ　ヱ

隆

初

勇　一

9月30日届け出分まで

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

飯　　　田

野　村　３

下　　　宿

久　保　７

麓　　　１

両　　　替

三　　　又

中　　　央

71

89

68

100

90

64

88

98

9.17

9.21

9.21

9.22

9.28

9.28

9.29

9.29

歩

一　義

本　人

光　治

実

恵　子

幸太郎

昭　昌

東海林 榮 司さん

佐 藤　武 治さん

遠 藤　幸 次さん

佐 藤　惠 子さん

井 上　常 松さん

日 野　順 一さん

山 田 東太郎さん

藤 原 タマノさん

　　仁右エ門さん

髙 橋　 　文さん

佐 藤 テル子さん

菅 野 與三郎さん

岸 谷　與 吉さん

　農業委員会では、農地転用申請受理後に許可
の可否を判断するため現地調査を行なっていま
すが、積雪時には農地の現状把握が困難になり
ます。
　近年の積雪状況を勘案し、転用申請の受け付
けを次のとおりとしますので、早めにご相談く
ださい。
○転用申請受付終了日

※冬期間や雪解け後、すぐに着工したい場合も
この日までご相談ください。
○転用申請受付開始日

※許可後、着工できるのは6月初旬ごろになり
ます。
○問い合わせ　農業委員会事務局（☎73-2138）へ

農地転用申請の冬期間の
　　　　取り扱いについて

11月20日㈮

平成28年3月23日㈬

　新しく事業を始めたい人などを対象に、経営
知識やノウハウ、経営資源を得るための場を提
供し、起業・創業を支援します。
※セミナーの内容など、詳細は市ホームページ
をご覧ください。
○と　き　11月15日から12月6日までの毎週日
　　　　　曜日（全4回）
　　　　　午前10時～午後4時
○ところ　市役所本庁舎2階　会議室25・26
○内　容　起業するにあたり踏まえておきたい
　　　　　知識の講義および事業計画書の作成
　　　　　指導
○講　師　小室秀幸さん
　　　　　（㈱小室経営コンサルタント代表取締役）
○受講料　無料
○定　員　10人（先着順）
○最小催行人数　5人
○申込期限　11月9日㈪
○申し込み・問い合わせ　まるごと売る課商工
　労政班（☎55-8186）へ

こ むろひでゆき

　湯沢駅は、東西自由通路の設置に伴う駅舎の
改築工事により仮駅舎での営業となっていまし
たが、10月31日㈯に新駅舎での営業に切り替わ
ります。
　なお、しばらくの間、東西自由通路西口から
の出入りはできませんので、ご注意願います。
◯問い合わせ　都市計画課都市計画班
　　　　　　　（☎73-2156）へ

湯沢駅の営業が新駅舎に切り替わります
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